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 資産成長型

　設定来の基準価額の推移
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基準価額(左軸)

 基準価額 12,046 円

 純資産総額 43.4 億円

※基準価額は1万口当たりです。

　騰落率

1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前 3年前 設定来

分配金再投資基準価額 3.84% 11.55% 17.54% 18.18% 　　 － 20.46%

参考指数 3.91% 12.43% 19.27% 21.32% 　　 － 25.90%

※騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の月末および設定日との比較です。

参考指数の騰落率は、当該日前営業日の現地終値を基に算出しております。

※分配金再投資基準価額の設定来騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。

※参考指数は、クロッキー・オール・カントリー高配当株指数（円ベース）です。

※参考指数の騰落率は、Bloombergのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが算出しております。

　最近5期の分配金の推移

2025/07/23 0 円

設定来合計 0 円

※分配金は1万口当たり、税引前です。

運用状況等によっては分配金額が変

わる場合、或いは分配金が支払われ

ない場合があります。

　ポートフォリオ構成比率

 Collis Trust-CROCI AC Dividend Equity Fund 98.0%

 マネー・リクイディティ・マザーファンド 0.1%

 短期金融商品・その他 1.9%

※構成比率は小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合があります。

※基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後です。投資対象ファンドの信託報酬を間接的にご負担いただくことになりますので、

当ファンドの実質的な信託報酬は、作成基準日現在、純資産総額に年率1.493％程度を乗じて得た額となります。

※分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

※グラフは過去の実績であり、将来の成果を示唆または保証するものではありません。

オール・カントリー好配当リバランスオープン（資産成長型）／（年4回決算型）
追加型投信／内外／株式

当レポートは13枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（1/13）  553380 / 553381
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 年4回決算型

　設定来の基準価額の推移
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基準価額(左軸)

 基準価額 10,576 円

 純資産総額 166.6 億円

※基準価額は1万口当たりです。

　騰落率

1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前 3年前 設定来

分配金再投資基準価額 3.87% 11.62% 17.60% 17.98% 　　 － 20.29%

参考指数 3.91% 12.43% 19.27% 21.32% 　　 － 25.90%

※騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の月末および設定日との比較です。

参考指数の騰落率は、当該日前営業日の現地終値を基に算出しております。

※分配金再投資基準価額の設定来騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。

※参考指数は、クロッキー・オール・カントリー高配当株指数（円ベース）です。

※参考指数の騰落率は、Bloombergのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが算出しております。

　最近5期の分配金の推移

2025/01/23 200 円

2025/04/23 40 円

2025/07/23 40 円

2025/10/23 40 円

2026/01/23 1,100 円

設定来合計 1,420 円

※分配金は1万口当たり、税引前です。

運用状況等によっては分配金額が変

わる場合、或いは分配金が支払われ

ない場合があります。

　ポートフォリオ構成比率

 Collis Trust-CROCI AC Dividend Equity Fund 98.0%

 マネー・リクイディティ・マザーファンド 0.1%

 短期金融商品・その他 1.9%

※構成比率は小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合があります。

※基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後です。投資対象ファンドの信託報酬を間接的にご負担いただくことになりますので、

当ファンドの実質的な信託報酬は、作成基準日現在、純資産総額に年率1.493％程度を乗じて得た額となります。

※分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

※グラフは過去の実績であり、将来の成果を示唆または保証するものではありません。

オール・カントリー好配当リバランスオープン（資産成長型）／（年4回決算型）
追加型投信／内外／株式

当レポートは13枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（2/13）  553380 / 553381
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　クロッキー・オール・カントリー高配当株指数の状況（1）

※比率はクロッキー・オール・カントリー高配当株

指数の構成比率です。

※業種はGICS(世界産業分類基準)ベースです。

※構成比率は小数点第2位を四捨五入している

ため、合計が100%にならない場合があります。

＜業種別構成比率（上位10）＞

業種 比率

1 ヘルスケア 33.5%

2 生活必需品 28.0%

3 エネルギー 14.0%

4 資本財・サービス 7.5%

5 情報技術 5.6%

6 素材 5.5%

7 一般消費財・サービス 3.3%

8 公益事業 1.4%

9 コミュニケーション・サービス 1.3%

10 　　　　　　　　　　　　ー 　　　ー

 ＜全構成銘柄①＞ 40銘柄　/　57銘柄

銘柄名 国・地域 業種
実績配当
利回り

1 アンベブ ブラジル 生活必需品 14.2％

2 フォメント・エコノミコ・メヒカーノ メキシコ 生活必需品 8.1％

3 クラフト・ハインツ 米国 生活必需品 6.7％

4 アルトリア・グループ 米国 生活必需品 6.7％

5 ファイザー 米国 ヘルスケア 6.5％

6 ペルノ・リカール フランス 生活必需品 6.3％

7 ＨＰ 米国 情報技術 6.0％

8 アムコア スイス 素材 5.8％

9 インペリアル・ブランズ イギリス 生活必需品 5.7％

10 中国石油天然気　［ペトロチャイナ］ 中国 エネルギー 5.5％

11 ブリティッシュ・アメリカン・タバコ イギリス 生活必需品 5.5％

12 ゼネラル・ミルズ 米国 生活必需品 5.3％

13 ＯＮＥＯＫ 米国 エネルギー 5.2％

14 キンバリー・クラーク 米国 生活必需品 5.0％

15 サノフィ フランス ヘルスケア 4.9％

16 ブリストル　マイヤーズ　スクイブ 米国 ヘルスケア 4.5％

17 ターゲット 米国 生活必需品 4.3％

18 起亜自動車　［キア自動車］ 韓国 一般消費財・サービス 4.3％

19 ペイチェックス 米国 資本財・サービス 4.2％

20 スマーフィット・ウエストロック アイルランド 素材 4.1％

21 テナリス ルクセンブルク エネルギー 4.0％

22 ウ゛ァンシ フランス 資本財・サービス 3.9％

23 香港鉄路［ＭＴＲコーポレーション］ 香港 資本財・サービス 3.8％

24 武田薬品工業 日本 ヘルスケア 3.8％

25 ペプシコ 米国 生活必需品 3.7％

26 ＥＯＧリソーシズ 米国 エネルギー 3.6％

27 アステラス製薬 日本 ヘルスケア 3.5％

28 ＧＳＫ イギリス ヘルスケア 3.4％

29 キューリグ・ドクターペッパー 米国 生活必需品 3.4％

30 フィリップス６６ 米国 エネルギー 3.3％

31 ノバルティス スイス ヘルスケア 3.1％

32 コテラ・エナジー 米国 エネルギー 3.1％

33 アッウ゛ィ 米国 ヘルスケア 3.0％

34 メルク 米国 ヘルスケア 3.0％

35 ダーデン・レストランツ 米国 一般消費財・サービス 3.0％

36 プロクター・アンド・ギャンブル 米国 生活必需品 2.8％

37 アムジェン 米国 ヘルスケア 2.8％

38 ロシュ・ホールディング スイス ヘルスケア 2.8％

39 メドトロニック アイルランド ヘルスケア 2.7％

40 鴻海精密工業［ホンハイ・プレシジョン・インダストリー］ 台湾 情報技術 2.6％

（出所：BloombergデータよりＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）

＜国・地域別構成比率（上位10）＞

国・地域 比率

1 米国 56.7%

2 フランス 5.9%

3 アイルランド 5.8%

4 日本 5.7%

5 スイス 5.0%

6 イギリス 4.5%

7 中国 2.1%

8 香港 2.1%

9 韓国 2.1%

10 ブラジル 2.1%

＜通貨別構成比率（上位10）＞

通貨 比率

1 米ドル 64.0%

2 ユーロ 8.0%

3 円 5.7%

4 英ポンド 4.5%

5 香港ドル 4.2%

6 スイスフラン 3.5%

7 韓国ウォン 2.1%

8 ブラジルレアル 2.1%

9 オーストラリアドル 2.1%

10 メキシコペソ 2.0%
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　クロッキー・オール・カントリー高配当株指数の状況（2）

※構成銘柄の実績平均配当利回りは加重平均利回りです。
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6.5%以上

銘柄数

 構成銘柄数 57銘柄

 構成銘柄の実績平均配当利回り 4.02%

＜主な新規構成銘柄＞ ＜主な構成除外銘柄＞

銘柄名 銘柄名

ブリティッシュ・アメリカン・タバコ ＢＨＰグループ

フィリップス６６ リオ・ティント

アボットラボラトリーズ 小松製作所

ＴモバイルＵＳ 聯発科技　［メディアテック］

コルゲート・パルモリーブ

＜構成銘柄の実績配当利回り分布＞

 ＜全構成銘柄②＞ 17銘柄　/　57銘柄

銘柄名 国・地域 業種
実績配当
利回り

41 コンステレーション・ブランズ 米国 生活必需品 2.6％

42 シスコ 米国 生活必需品 2.5％

43 ＣＳＬ オーストラリア ヘルスケア 2.5％

44 第一三共 日本 ヘルスケア 2.4％

45 ＰＰＧインダストリーズ 米国 素材 2.4％

46 デボン・エナジー 米国 エネルギー 2.4％

47 アクセンチュア アイルランド 情報技術 2.4％

48 ＳＬＢ 米国 エネルギー 2.4％

49 クアルコム 米国 情報技術 2.3％

50 ジョンソン・エンド・ジョンソン 米国 ヘルスケア 2.3％

51 ギリアド・サイエンシズ 米国 ヘルスケア 2.2％

52 アボットラボラトリーズ 米国 ヘルスケア 2.2％

53 アトモス・エナジー 米国 公益事業 2.2％

54 ロッキード・マーチン 米国 資本財・サービス 2.1％

55 ベクトン・ディッキンソン 米国 ヘルスケア 2.0％

56 ハリバートン 米国 エネルギー 2.0％

57 ＴモバイルＵＳ 米国 コミュニケーション・サービス 1.9％

（出所：BloombergデータよりＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）

（出所：BloombergデータよりＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）
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　ファンドマネージャーのコメント

＜投資環境＞

1月の米国株式市場は小幅に上昇しました。月初は、半導体関連株の上昇や新年入りに伴う新たな投資資金の流入への期待感から、上

昇しました。中旬は下落しました。グリーンランドの領有を巡ってトランプ大統領が欧州に対して強硬な姿勢を示すと、米国株・ドル・米国

債が同時に売られるトリプル安的な動きが見られました。下旬は上昇しました。トランプ大統領による欧州への強硬姿勢が和らいだこと

に加えて、トランプ大統領と北大西洋条約機構（NATO）のルッテ事務総長がグリーンランドなどに関する将来の合意の枠組み作りで折り

合ったという見方などから、警戒感が和らぎました。日本株式市場は上昇しました。上旬は、海外株式市場が堅調に推移したことや、新年

入りに伴う新たな投資資金の流入への期待感から、国内株は堅調に推移しました。その後、衆議院の解散の可能性が報じられると、市場

では高市トレードと呼ばれる動きが再開し、株高・円安・債券安が進むという見方が広まったことから、株価は一段高となりました。しかし

下旬にかけては、中央銀行による為替介入の可能性が強く意識され、為替市場で急激で大幅な円高が進行したことから、概ね上げ幅を縮

める値動きになりました。欧州株式市場は、金融株や資源株、防衛関連株主導で上昇する展開となりました。エマージング株式市場は高

安まちまちの値動きになりました。ハイテク株の上昇を受けて台湾や韓国が上昇した一方、中国本土での信用取引規制の強化などが嫌気

された香港や、外国人投資家による売り圧力が高まったインドが下落しました。

1月のドル/円相場は下落（ドル安・円高）しました。前半は横ばい圏で推移しましたが、衆議院の解散の可能性が報じられると、高市ト

レードと呼ばれる動きを背景に、株高・円安・債券安が進むという見方が広まったことから、ドル/円は上昇しました。後半は、中央銀行な

どが市場参加者に相場水準を尋ねるレートチェックを日銀、ニューヨーク連銀がそれぞれ実施したと報じられると、為替介入の可能性が

強く意識され、ドル/円は159円台から152円台に下落しました。その後は、米国のベッセント財務長官が為替介入を否定したことなどか

ら、ドル/円は下げ幅を小幅に縮小しました。英ポンド/ドルとユーロ/ドルは、グリーンランド問題を受けて欧州投資家の米国資産離れへ

の懸念が高まる中、ドル安が進展したことから、ともに上昇しました。

＜運用経過＞

当ファンドの運用につきましては、Collis Trust-CROCI AC Dividend Equity Fundへの投資を通じて、世界の高配当株戦略の

投資成果を反映したクロッキー・オール・カントリー高配当株指数（円ベース）のリターンを享受することを目指しました。なお、1月末時点

のクロッキー・オール・カントリー高配当株指数の構成銘柄数は57銘柄、実績平均配当利回りは4.02％となりました。

オール・カントリー好配当リバランスオープン（年4回決算型）は1月23日に決算を迎え、1万口当たり1,100円（税引前）の収益分配を行

いました。

＜今後の見通し＞

今後の米国株式市場は底堅い展開を予想します。当面は利下げが期待しづらい点が相場の重石になりそうです。しかし、今年の米国の

企業業績は、トランプ減税が米国の景気を下支えする中で、関税引き上げの影響を受けた前年からの反動が加わり、前年よりも増益率が

加速する見通しです。リスク要因としては、大幅に増加したAI投資の利益回収の遅れや、雇用市場が悪化する可能性などが挙げられます。

国内株式市場は高値圏でもみ合いの展開を予想します。解散総選挙が決まったことを受けて国内株のバリュエーションは上昇しましたが、

更なる上昇は難しいと見ています。バリュエーションが維持できるかは、高市政権に対する高い支持率の持続性と、年央に公表される「骨

太の方針」や「成長戦略」にかかっています。他方、このところ相対的な売り圧力の低さから株価が押し上げられているという印象の強い

展開が続いていますが、このまま相場の勢いが持続するような場合にはバブル化の可能性も意識する必要がありそうです。欧州株式市

場は、インフラや国防など各国における財政拡張による投資が拡大するとの期待が株価を下支えすると見込まれます。エマージング株式

市場は、中国が3月の全国人民代表大会(全人代)で公表すると見られる内需支援策が期待されるほか、堅調な半導体需要が台湾・韓国

の株価の支援材料になると期待されることから、底堅く推移すると見込まれます。

ドル/円相場は、しばらく神経質な値動きが続くと予想します。日本および米国の政府がドル/円の更なる上昇に対して懸念を共有して

いるという見方が当面影響すると見られます。他方、中長期的には、未だに低い金利水準、デジタル赤字の拡大、堅調な対外証券投資・直

接投資などといった日本側の要因を受けて、ドル/円は堅調に推移する見通しです。英ポンド/ドルは、英国、米国がともに利下げを継続

すると見られる中、もみ合って推移すると見込まれます。ユーロ/ドルは、FRBが利下げを継続する一方、欧州中央銀行（ECB）が政策金

利を据え置くと見られる中、底堅い推移が見込まれます。

今後の運用方針につきましては、Collis Trust-CROCI AC Dividend Equity Fundへの組入比率の高位を維持し、引き続き、世

界の高配当株戦略の投資成果を反映したクロッキー・オール・カントリー高配当株指数（円ベース）のリターンを享受することを目指します。

※ 今後の運用方針等は、将来の市場環境の変動等により変更される場合があります。また、市場環境等についての評価、

分析等は、将来の運用成果を保証するものではありません。
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販売用資料 ＜月次運用レポート＞ 2026年1月30日現在

　ご注意

・ 本資料はＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。購入の申込みに当たっては、投資信託説
明書（交付目論見書）をお渡ししますので必ず内容をご確認のうえ、投資判断はお客様ご自身で行っていただきますよ
うお願いします。投資信託説明書（交付目論見書）の交付場所につきましては「販売会社について」でご確認ください。

・ 本資料中の運用実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証
するものではありません。また、税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆様の実質的な投資成果を示す
ものではありません。

・ 本資料の内容は作成基準日のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、市況の変動等により、方針
通りの運用が行われない場合もあります。

・ 本資料は当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありま
せん。

　委託会社および関係法人の概況

 委 託 会 社

 受 託 会 社

ＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社　 （ファンドの運用の指図を行います。）

金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第370号
加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会

三井住友信託銀行株式会社　 （ファンドの財産の保管及び管理を行います。）

　販売会社について

受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の交付の取扱
い、解約請求の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行います。なお、販売会社に
は取次証券会社が含まれる場合があります。

*野畑証券株式会社は、「年4回決算型」のみの取扱いとなります。

日本証券業
協会

一般社団法人
日本投資

顧問業協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

（金融商品取引業者）

岡三証券株式会社 関東財務局長（金商）第53号 ○ ○ ○ ○

岡三にいがた証券株式会社 関東財務局長（金商）第169号 ○

株式会社ＳＢＩ証券 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○

香川証券株式会社 四国財務局長（金商）第3号 ○

三晃証券株式会社 関東財務局長（金商）第72号 ○

*野畑証券株式会社 東海財務局長（金商）第18号 ○ ○

商号 登録番号

加入協会
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